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都市計画の状況（都市施設）



小柴貯油施設の接収及び返還

昭和23年10月
旧日本海軍の施設が米軍により接収された。

平成17年12月
小柴貯油施設の陸地部分全域と制限水域の一部が

返還された。



返還後の経緯

「森と海に抱かれた自然体験空間」



都市公園の整備を目指す

返還後の経緯



公園のテーマとして、緑の保全と回復や環境
行動の支援、自然エネルギーの導入などの公
園整備の方向性をまとめた

返還後の経緯



返還後の経緯

市民の皆様からのご意見を募集



返還後の経緯



「緑からつくり育む環境体感公園」

森と海に抱かれた自然空間を、市民が憩い、集い、
楽しむとともに、みどりアップや生物多様性、地球環境
の大切さを、市民が感じ、学び、育てる緑の拠点としま
す。
また、これまでの計画等を踏まえ、「緑」、「環境」、

「歴史と景観」の３つのつながりに重点をおいた計画と
します。

公園基本計画

◇（仮称）小柴貯油施設跡地公園基本計画
（平成26年7月）



整備計画（ゾーニング）

現況の地形や自然環境を保全しながら、みどりや自然環境に
関する活動、体験、学習の拠点や、多様なレクリエーション
ニーズに対応した広場などの整備

緑の広場空間創造エリア

活動・体験・学習エリア

里山空間再生エリア

自然環境保全エリア



平坦な地形を活かした広場を中心とした空間。
樹木だけでなく彩りのある花も含めた新たな緑の創造を図る。

緑の広場空間創造エリア

緑の広場空間創造エリア



計画地南側の市民農園（柴シーサイドファーム）に隣接し、
ホタルなどが生息する細長い谷戸地形となっている。
生物の生息環境の再生や市民協働による樹林地の保全などを
行いながら、農体験もできる里地里山空間の再生を目指す。

里山空間再生エリア

里山空間再生エリア



既存の樹林地など自然環境の保全を基本とする。

自然環境保全エリア

自然環境保全エリア



地下タンクなどの処理を行いながら、緑の再生を図るととも
に、緑や環境に係る様々な活動や体験、学習の場を目指す。

活動・体験・学習エリア

活動・体験・学習エリア



整備概要図

多目的レクリエーション
広場

草地広場

遊具広場

管理センター

展示資料館

草地広場

太陽光発電
自然エネルギー学習棟

（環境学習の拠点）

タンク広場

体験水田

里山農体験施設

里山農体験拠点



整備スケジュール（予定）

平成29～
34年度

平成35～
38年度

平成39～
44年度

第1期

第2期

第3期

平成31～32年度一部供用開始

樹林地保全管理・植樹等

タンク処理、樹林地保全管理・植樹等

緑の広場空間創造エリア

自然環境保全エリア
里山空間再生エリア

活動・体験・学習エリア



環境影響評価手続と都市計画手続

○運動施設、レクリエーション施設等の建設（第２条）

横浜市環境影響評価条例

・第1分類事業に該当

環境影響評価条例の対象事業

都市計画の手続と併せて環境影響評価の手続を行う

（都市公園の新設：敷地面積20ha以上かつ形質変更区域面積10ha以上）

環境影響評価（環境アセスメント）制度は、事業者自ら
が、その事業が環境に及ぼす影響について事前に調査、
予測、評価を行い、その結果を公表し、市民や市長から
意見を聴くなどの手続を通じて、適切な環境保全対策
等を検討し、事業計画に反映させる制度です。



事業の計画を立案するに当たり、環境の保全
について配慮すべき事項について検討を行い、
その内容を記載

環境影響評価手続

事後調査事後調査調査調査 予測予測 評価評価
計画段階

配慮

計画段階

配慮

配慮書 方法書 準備書 評価書図書図書 配慮書



環境への影響を調査・予測・評価する項目
や、調査・予測の手法などを記載

環境影響評価手続

事後調査事後調査調査調査 予測予測 評価評価
計画段階

配慮

計画段階

配慮

配慮書 方法書 準備書 評価書図書図書 方法書



方法書等に基づき、環境への影響を調査・
予測・評価した結果などを記載

環境影響評価手続

事後調査事後調査調査調査 予測予測 評価評価
計画段階

配慮

計画段階

配慮

配慮書 方法書 準備書 評価書図書図書 準備書



市長や住民等の意見を踏まえ、準備書の
内容に検討を加え、環境影響評価の最終
的な評価を記載

環境影響評価手続

事後調査事後調査調査調査 予測予測 評価評価
計画段階

配慮

計画段階

配慮

配慮書 方法書 準備書 評価書図書図書 評価書



都市計画市素案の概要

種別
名称

位置 面積 備考
番号 公園名

広域公園 9･6･802
小柴貯油
施設跡地
公園

金沢区柴町、
長浜、長浜二
丁目及び並木
三丁目

約55.7ha

植栽、園路、
広場、駐車
場、管理事
務所 等

「（仮称）小柴貯油施設跡地公園基本計画」に基づ
き、身近に自然が体験できる豊かな緑の空間や広域の
住民が交流する空間を形成するため、９・６・802号小
柴貯油施設跡地公園を広域公園として追加します。



都市計画市素案の概要

小柴貯油施設跡地公園の区域



今後の手続の流れ
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平成28年7月25日
～

平成28年8月8日

平成28年9月２日



都市計画手続について
■都市計画市素案の縦覧■

期 間 平成28年７月25日(月)～８月８日(月)

(土・日を除く 午前８時45分～午後５時15分)

場 所 建築局都市計画課

※金沢区役所区政推進課で「都市計画市素案の写し」をご覧に

なれます。（受付時間 午前８時45分から午後５時まで）

※都市計画課ホームページで「都市計画市素案の概要」をご覧に

なれます。

日 時 平成28年９月２日(金) 午後７時開始

場 所 長浜ホール

■公聴会 (※公述の申出があった場合に開催します。)■



申 出 期 間

（※期間必着）

平成28年７月25日(月)～８月８日(月）

(土･日を除く午前８時45分～午後５時15分)

申 出 方 法 ・書面 (郵送又は持参)
指定の公述申出書(都市計画課窓口やホームペ
ージ等で入手可)に記入の上、建築局都市計画課
へ 【８月８日(月)必着】

・電子申請
都市計画課ホームページから手続可能

【８月８日(月）午後５時15分まで】
※メンテナンス時間中(不定期)は、利用不可

申出多数の場合 10名を超える場合、抽選を行います。

※公聴会の開催の有無については、８月10日(水)以降に
都市計画課ホームページ又は都市計画課までお電話等でご確認ください。

関係住民及び利害関係人は、公述の申出ができます。

■公述の申出■

都市計画手続について



お問合せ先

横浜市 建築局 都市計画課
（横浜市中区相生町３－56－１ ＪＮビル14階）
ＴＥＬ：０４５－６７１－２６５７

◇ 都市計画手続について

◇ 公園計画の内容について

横浜市 環境創造局 公園緑地整備課
（横浜市中区真砂町２－22 関内中央ビル４階）
ＴＥＬ：０４５－６７１－４６１１


